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西国三十三 観音石仏

F
D
Q
U
マ
i

各地の混燭や観光地に四国八十八ケ所や四国三十三ケ所めぐ

りのミニ判が見受けられるが、山崎地内にも発願の趣＇§＇ rまこと
なるが西国三十三ケ所観音石仏がある。

その昔、 生地の〈きろりという人が小J1 I温泉元湯に湯治し、

難病全快を感謝し揚治客の道中安全と病平癒を願い三十三件、の

西国三十三観音を作りこれを、岩崎の部落はずれに大正元作q'l

までお茶、ちまき餅を売っていた（茶屋）の横手にまつった。

時が流れ、明治の初め頃？三十三観音を、 上今江を基点とし

た上の温泉道の道すじの坊 ・越 ・辻 ・岩崎部落にそれぞれ小堂

を作り分散安｜置したが、三十三体あった石仏も破損したものも

あり、姿の良いものだけ移したと伝えられている。

茶屋のウ ヲには風化や倒れてこわれた石仏の破片が今も数多

く残っているが、石仏に関する因縁話は古老の記憶も既にうす

れ断片的になって しまっている。

昔時、越中の各地からワヲ ジばきて’歩いたj直すじを上今江か

ら小川温泉への道をたと’って見ると、上今江の三ツ角に（小川

温泉道是より 口里〉と石の道しるべがあり、 そのわきの小笠に

＝ 山 崎二

石仏がある。

l番はなく 2番3番より始まり、新田を通って幼部搭の旧道

わ主の堂内iζ4. 5. 6番。さ らに越に出ると 7. 8. 9替の石

仏が新らしい堂に安置されてる。駐在所前谷口宅のプロック塀

に彫り込んだ掌内に17.19. 29番の三体を発見。

おれ、て往時の茶魁の名古屋繁治ちをの県道端に！替、18番と当

時の茶屋が大切におそrりしていた二体の石仏がある。最後は元

湯~天風呂の崖上に石仏四体があるが、 この中の一体も作風か

ら見て関係の石仏であることにまちがし、がなし、。

主十三観音も以上のように現存するもの15体になってしまい

中には順番や台座の札番と本尊もちがったりしてしまっている

ものさえある。

山崎地内にはこのほかに別種の西国観音をしめす石仏が花房

周辺にあり、殿町の旧道には文化年代の四国納経塔や、西国巡

礼供縫石仏もあり、江戸時代より現在もつづいている霊場めぐ

りのtt心の足跡がうかがえる。
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反；：議~l員長＇.~~；雨鼻持！
忘
れ
ず
に
や
つ

て
来
た

同

昭和 47年 10月 10日
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朝
日
町
東
北
部
山
村
麓
地
帯
を
襲
う

九
月
十
日
夜
半
か
ら
十

一

日
＋
不
明
に
か
け
て
、
朝
日
町

東
部
山
ろ
く
地
帯
を
襲
っ
た

局
地
集
中
豪
雨
は
、
降
雨
量

百
三
十
七
ミ
リ
を
記
録
し
、

当
町
に
拡
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

今
度
の
集
中
円
以
雨
は
応
地
的
な
も
の
で

官
山
地
方
気
象
台
で
も
全
く
予
測
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
被
撤
回
地
域
も
宮
崎
、
悦

川
、
小
更
、
そ
し
て
泊
地
区
の
山
ぞ
い
に

面
し

て
い
る
元
座
敷
、

下
横
尾
、
温
泉

町
、
上
横
尾
、
宮
本
町
、
僑
向
町
と
い
っ

た
よ
う
に
朝
日
町
の
東
部
に
片
寄
り
、
そ

の
被
害
総
額
は
十
億
円
ャ
」
え
る
大
舎
は
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
町
で
は
こ
れ
ら
被
災

地
幣
の
復
旧
に
全
力
を
あ
げ
、
ふ
た
込
．
ひ

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
力
し

て
お
り
ま
す
。

な
お
被
告
内
容
に
つ
い
て
は
つ
ぢ
の
と

お
り
で
す
。

ω
人
的
被
害

負

傷

者

三
名

住
宅
の
被
害

半

焼

一

服

一
部
破
相

一
榔

床

上

浸

水

五

棟

山
体
下
浸
水
百
九
十
一
線

非
住
宅
の
被
害

作
業
場
学
槙
三
糠

土
蔵

一
部
破
損

一
隙
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ω
困
地
流
失
、
埋
没
に
よ
る
作
物
被

書
(5) 

十
八
カ
所

山
地
崩
標

五
十
七
カ
所

林
道
彼
審

一一一
十
六
カ
所

林
産
物
彼
官
官

五
百
三
十
九
刈

町
道
被
害

十
三
力
所

町
の
河
川
徹
也
管

十
五
カ
所

農
地
・
農
業
用
範
殴
被
害

州
民
地

二
十
一
カ
所

操
業
用
施
設
二
十
四
カ
所

水
道
給
水
不
能

一
一
カ
所
（
笹
川
、
宮
崎
）

県
道
彼
官
官

四
カ
所

国
道
被
害

一
カ
所

鉄
道
不
通

ニ
ヵ
所

県
砂
防
関
が
彼
書

十
四
カ
所

県
河
川
敏
官
官

十
三
力
所

北
陸
旬
力
後
書

送
電
施
設
一
カ
所

そ
の
他
施
設

五
カ
所

十

・
五
加
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千
二
百
四
十
れ

(7) (8) (9) ,JO) 
ω
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宮

崎

地

内

上
の
山
地
内
で
の
山
く
ず
れ
の
た
め
、

地
区
内
を
洗
れ
る
用
水
が
埋
ま
り
、
あ
ふ

れ
た
濁
流
が
民
家
を
洗
い
、
百
戸
余
り
が

床
上
．
下
浸
水
し
た
。

元

屋

敷

地

内

地
内
の
裏
山
が
こ
ケ
所
に
わ
た
っ
て
出

峻
し
、
住
宅
四
附
怖
が
半
綾

山
く
ず
れ
の
た
め
～
北
陸
本
線
が
よ
下

線
と
も
約
十
一

時
間
に
わ
た
っ
て
不
通
に

な
り
ま
し
た
。

同
道
八
号
線
も
減
山
ト
ン
ネ
ル
閉
山

u

の
上
部
が
く
ず
れ
て
、
約
一

千
立
方
メ
ー

ト
ル
の
土
砂
が
路
上
を
叫
め
会
副
ス

ト
ッ

プ
、
十
二
日
午
後
八
時
頃
よ
う
や
く
附
通

し
ま
し
た
。

「
町
U
A『
u
n
k
u

笹

川

地

内

地
内
を
通
る
期
間
道
問
中
l
横
尾
線
が
土

砂
く
ず
れ
の
た
め
、
い
た
る
と
ご
ろ
で
不

通
と
な
っ
た
。

下

徽

尾

地

内

川
崎
坂
さ
く
え
さ
ん
方
前
の
山
が
く
ず
れ

町
道
下
横
尾
紛
が

一
時
不
通
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上
機
尾
地
内

山
田
川
が
上
流
で
の
山
く
ず
れ
の
た
め

に
壊
ま
り
、
濁
流
が
く
ず
れ
た
土
砂
と
と

も
に
、
ま
と
も
に
地
内
を
急
組
問
ミ
付
近
一

帯
は
泥
の
海
と
化
し
た
。

小

更

地

内

横
谷
川
上
流
で
山
く
ず
れ
が
あ
り
下
流

に
あ
る
田
畑
を
埋
没
し
た
。

した綴 さを度
出 いと税い受）
くと よ務 。けな
だおく課 らど
さも柑で れを
いっ談は た対
。てし、 方 象
おな実 は に 積 無 被 )(Jj畑屋な 民定実れ雨
りが情 申しの等書取ののい税資情た災こ
まら調 講ま三で、前流 全ま の廷に方害の
す適査 しす割合（の失半す減税 応 々でた
の様の て 。以耕 l民水、壊の免、じ に 被 び埋 U'X

でに上 く彼上 作謹 稿 r金、でを町て対災の
申 し皆 だ害程 iii皆のヘ田家行県国 しさ豪

＝豪雨被災者に対し＝

｜一町税減免の I 

I＿取り扱いをします」！

百
万
円
以
上
の
工
事

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
上
の
工
事

は
つ
ま
の
と
お
り
で
す
。

一
、
町
道
大
家
庄
東
草
野
線
鱒
装
工
事

工
事
費
二
百
二
十
四
万
円

延
長

二

七
七
米

巾
員

六
米

工
期

八

月

二
十
五
ヨ

1
十
月
二
十
五

－
一
、
林
道
姪
谷
線
災
害
復
旧
工
事

工
事
費
百
六
十
万
円

工
期

九
月
五
回

t
十
月
五
日

文
化
財
愛
護
モ
デ
ル
地
区
行
事

・文

化

の

秋

を

飾

る

各

種

の

催

し

も

の

…

教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
度
文
化
財
愛

護
モ
デ

山戸
地
区
の
行
一
事
一
と
し
て
、

左
の
よ

う
な
い
ろ
い
ろ
な
催
し
も
の
を
計
回
し
て

お
り
・ま
す
の
で
一

般
の
方
の
参
加
、
観
賞

を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

一、
指
定
文
化
財
視
察

ァ
、
参
加
対
象

教
職
員

ィ
、
実
施
月
臼

十
月
十
七
口
（
火
）

、
晴
雨
に
か

か
わ
ら
ず
実
施

ヮ
、
参
加
人
員

三
十
五
名

工
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス
利
照
、
役
場
前

正
午
出
発

一一、
町
内
史
跡
め
ぐ
り

ァ
、
参
加
対
象

一
般

（
背
年
団
、
婦
人
会

を

含

む）

ィ
、
実
施
月
日

十
一
月
十
一一
日
（
日
）

ゥ

、

募

集

人

員

三

十

五

名

ェ
、
視
察
予
定
簡
所

究
開
跡
、
浜
山
王
造
り
遺
跡

鹿
島
樹
銭
、
城
山
、
下
山
新
遺
跡

ォ
、
思
食
燦
行
、
参
加
費
二

O
O円

（底
食
汁
代
に
充
て
る）

一
ス
香
寺
ユ
1

ス
ホ
ス
テ
山
げ
に
て
尻

食
休
け
い
予
定

力
、
ス
ク
1
戸
パ

ス
利
用
、
役
場
前
九

時
出
発

一、
民
俗
芸
能
発
表
会般

ァ
、
参
加
対
象

ィ
、
実
施
予
定

十
一
月
三
日
（
金）

ゥ
、
発
表
予
定
芸
能
種
目

－
箆
島
御
社
稚
児
舞
（
宮
崎
）

・
諒
訪
神
社
獅
子
舞
（
笹
川
）

・
田

植

歌

（

大

家

庄

）

・
か
べ
ね
り
歌
（
笹
川
）

・
米
つ

り

歌

（

山

崎

〉

ェ
、
場
所

体
育
セ
ン
タ
ー

四

文
化
財
写
真
展

ァ
、
実
施
月
日

十
一
月

）
日
I
十

一
月一
一一日

ィ
、
場
所

福
祉
也
ン
タ
l
会
議
室

ゲ
、
展
示
内
容

・
国
、
県
、
町
指
定
文
化
財

．
末
指
定
の
う
ち
主
要
な
も
の

五、

文
化
財
講
演
会

ァ
、
突
施
月
日

十
一
月
二
日
午
後
一一
一時

ィ、

会
場

体
育
セ
ン
タ
ー

h
W
9

・’s
宙
開東

北
大
学
教
隈

考
古
川

Z
G

文
学
問
土

芹

沢

長

介

氏

水
産
業
基
本
調
査
に
つ
い
て

来
る
け
月
l
日
を
調
変
日
と
し
て
昭
和

灯
年
水
産
業
基
本
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
朝
日
町
で
は
8
梅
雨
漁
業
区
に
つ
い

て
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
調
査
員
が

調
査
に
伺
が
い
ま
し
た
時
に
は
、
ご
協
力

方
、
お
顕
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
員
は
次
の
方
々
で
す

赤

川

地

区

広

田

感

作

赤

川

地

区

島

幸

作

東

草

野

地

区

松

岡

伊

之

東

草

野

地

底

米

田

量

大

郎

泊

地

区

岡

本

政

彦

宮

崎

地

区

加

藤

助

基

宮

崎

地

区

河

内

春

男

笛

崎

地

区

水

島

三

蔵

宮

崎

地

区

松

本

貞

夫

宮

崎

地

区

水

島

恒

宮

崎

地

区

大

抵

林

一一

境

地

区

水

島

英

男

…

み

一

…

る

一

…

日

家

族

み

ん

な

で

話

し

あ

い

一

一
J

力

を

出

し

あ
い

一．
 

…

ふ

楽

し

み

あ

い

主

し

よ

う

一

一
ぐ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11

…

…
家
自
転
車
の
ニ
人
乗
り
…

…l

無

灯

火

を

一

・
る

…

守

な

く

し

ま

し

ょ

う

…

…

を

お

と

な

も

こ

ど

も

も

一

一

年

交

通

ル

ー

ル

を

守

り

一

一

ナ

み

ん

な

で

一

…

f

注

意

し

あ

い

ま

し

ょ

う

…

第
三
日
曜
日
は

家

庭

の

日
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昭
和
四
十
六
年
度
各
会
計

9月定例会

歳

入

歳

出

決

算

な

ど

十
三
議
案
を
審
議
、

議

（第4回）

副
議
長

役

員

富良

酒

井

栄

（
五
八
才
〉

朝
日
町
山
崎
新
九

O
八

長
町
議
当
選
四
凶

議
長
一
回

副
議
長
一
回

厚
生
委
局
長
一
回

総
合
開
発
特
別
委
員
長
六
回

副
鼠
長

大

橋

米

太

郎

（
六
八
才
）

朝
日
町
荒
川
四
六
五

F特ぺ

t¥1_] 

町
議
当
選
五
回

文
教
厚
生
委
員
侵
一
回

泊
病
院
改
築
特
別
委
員
長
一
回

認
定
、

a畏

；百

井

可
決

栄
氏
（
再）

大

橋

米

太

郎

氏

常
任
委
員

特
別
委
員
の
改
選

監

査

委

員

米

国

吉

ニ

（六

O
才）

朝
日
町
東
草
野
三
五
六

町
議
当
鼠
五
回

線
長
一
回

副
讃
長
一
同

常
任
委
員
会

総
務
餐
員
会

。
山

間

政

次

酒

井

栄

松

倉

健

三

水

島

繁

抄

文
教
厚
生
委
員
会

。

美

佐

光

平

渡

辺

秋

貝

坂

口

良

造

南

茂

源

治

ヘ
O
印

委

員

長
J

f
O印
副
蚕
員
長
」

。
傑

松

引

火

大
橋
米
太
郎

米
田
士
山
二

O
問

田

耕

作

七

沢

収

作

平

崎

知

勝

産
業
建
設
委
員
会

。

狩

谷

常

作

上

島

栄

作

扇

谷

隆

二

長

崎

仙

松

O
安

達

義

雄

清

水

賢

二

大

沢

龍

松

特

別

委

員

会

総
合
開
発
特
別
委
員
会

。

崩

谷

隆

二

O
松

倉

健

三

上

島

栄

作

長

崎

仙

松

安

達

義

雄

水

島

繁

松

南

茂

源

治

行
政
区
画
特
別
委
員
会

。
人

沢

防

松

O
w
f
崎

知

勝

山

間

政

次

淵

仲

介

栄

清

水

賢

二

坂

口

良

造

岡

田

耕

作

開
発
公
社
特
別
委
員
会

。
深

伝

突

O
七

沢

収

作

後

辺

秋

兇

狩

ん

ね

前

作

大
崎

米

大

郎

米

旧

白
川
二

悼
式
佐
光

w
f

マ
あ
ら
ま
し
ム

昭
和
四
十
七
年
第
四
回
朝
日
町
議
会
定

例
会
は
九
月
七
日
か
ら
イ
四
日
ま
で
の
、

会
期
八
日
間
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。本

定
例
会
で
は
附
和
四
十
六
年
度
一
般

会
計
外
十
会
計
の
歳
入
哨
脱
出
決
算
は
じ
め

議
案
十
三
件
、
人
事
二
件
を
そ
れ
ぞ
れ
認

定
‘
可
決
．
同
意
し
、
請
願
陳
情
五
件

へ
う
ち
二
件
継
続
審
査
）
に
つ
い
て
慎
重

審
食

η
結
巣
、
採
択
三
件
、
継
続
審
査

一

件
、
審
議
末

7

7併
の
決
定
が
な
さ
れ
た

あ
と
、
議
会
の
役
員
、
常
任
委
員
特
別
委

員
の
改
選
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

認
定
、
可
決
さ
れ
た
も
の

ふ
昭
和
四
十
六
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算歳

入
総
額
九
億
五
、
六
五
四
万
五
、
六

六
九
円

歳
出
総
額
九
億
て
二
九
四
万
六
、
二

九
六
円

マ
昭
和
問
十
六
年
度
朝
臼
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
総
額

一
億
四
、
七
一

O
万
四
、
＝
一

七
七
円

歳
出
総
額
一
億
四
、
五
一
八
万
四
、
四

八
三
円

マ
昭
和
四
十
六
年
度
朝
日
町
国
民
俗
出
版
保

険
診
療
施
設
大
家
庄
診
僚
所
特
別
会
計

殺
人
歳
出
決
算

歳
入
総
額
二
、
O
八
四
万
八
、
八
九
六

円
歳
出
総
額
て
七
三
二
万
二
、

二
ハ
0

1
．
 

マ
向
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
段
出
決

ヶ
J
F

4
tヲ

成
入
総
制

ニ
八

O
万
五
、
九
四
二
円

成
山
総
矧

二
六
七
万
九
、
ニ
究
凶
円

V
同
宮
崎
診
牒
所
特
別
会
計
成
人
淀
川
決

算
歳
入
総
額

三
三
八
万
九
、
一
一

O
円

歳
出
総
額

一
三
二
八
万
七
、
六
一一
一一
一円

マ
同
溌
診
療
所
特
別
会
計
段
入
政
出
決
算

歳
入
総
制
八
一
四
万
六
、
九
一
四
円

抜
出
総
給
六
五
九
万
九
、
一一三
九
円

マ
向
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
綴
入
歳
出
決

算
歳
入
総
額
八
一
九
万
九
、
一

O
O円

歳
出
総
額
七
二
五
万
五
、
三

O
四
円

マ
昭
和
四
十
六
年
度
朝
日
町
簡
易
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

政
入
総
額
六
五
八
万
二
二
二
三
八
円

武
出
総
額
六
四
三
万
八
、
四
七
八
問

マ
昭
和
四
十
六
年
度
朝
日
町
南
保
外
二
地

区
別
水
特
別
会
計
歳
入
寂
出
決
算

最
入
総
額
一
九
一
万
五
、
九
九
二
円

歳
出
総
額

一
七
六
万
一一、
五
二
九
円

マ
昭
和
田
十
六
年
度
朝
日
町
泊
外

一
地
区

用
水
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

殺
入
総
額

二
三
万
二
、
二
七
六
円

歳
出
総
額
一
八
万
四
、
四

一
O
円

マ
昭
和
四
十
六
年
度
朝
日
町
立
旧
病
院
事

業
決
算

歳
入
総
額

二
億
九
、
二
三
四
万
六
、

七

O
七
円

歳
出
総
額
三
億
一

、
五
O
九
万
二
、

八
七

一
円

マ
昭
和
四
十
七
年
朝
口
町

一
般
会
計
制
正

予
算
〈
鈎
二
号
）

補
正
額
四
、
冗
凶
．
九
万
円
で
予
算
総

額
十
億

一
、
八
八
二
万
五
、
0
0
0円
と

な
り
ま
し
た

d

補
正
予
算
の
主
な
ゐ
も
の
は
、
伯
病

院
出
資
金
等
一
、
五
九
三
万
一
一、

o
o
o

m川

町
道
新
設
改
良
及
び
川
泊
制
装
工
事

故

て

O
八
八
万
五
、
0
0
0川
な
ど
で

す
。

マ
明
日
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
使
問
料
条
例
制

定
の
件

新
し
く
設
宿
さ
れ
た
倒
祉
セ
ン
タ
ー

の
使
用
料
を
定
め
る
も
の
で
す
c

マ
人
縦
雌
護
委
H
M
候
附
者
を
惟
せ
ん
す
る

た
め
怠
見
を
求
め
る
件

町
長
か
ら
提
策
さ
れ
た
侠
附
者

小
沢
浩
氏
（
附
）
が
同
窓
さ
れ
ま
し

た
。請

願
陳
情
の
処
理

よ
月
定
例
会
よ
り
継
続
の
請
願
陳
情
二

件
．
今
期
定
例
会
で
受
慰
さ
れ
た
も
の
三

件
計
五
件
に
つ

い1
て
所
管
常
任
委
員
会
に

お
い
て
審
査
さ
れ
た
結
操
三
件
は
採
択
一

件
は
継
続
審
交
、
一
件
は
晴
樹
被
未
了
と
な

り
ま
し
た
。
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今
回
、
重
ね
て
議
長
の
要
職
に
再
選
さ

一

れ
ま
し
て
、
就
任
に
あ
た
り
、
親
愛
な
る

一

町
民
の
皆
き
ま
に

一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
…

あ

げ

ま

す

。

一

本
九
月
定
例
議
会
が
終
7
と
同
時
に
私
一

の
任
期
が
満
7
い
た
し
ま
す
の
で
、
不
山
門
…

と
し
よ
く

U

な
す
こ
と
を
知
ら
ず
徒
食
の
ま
ま
、
皆
さ

一

ま
方
の
ご
期
待
に
も
添
え
な
か
っ
た
こ
と
一

を
心
に
恥
じ
な
が
ら
、
身
辺
の
整
理
を
い

一

た
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
計
ら
ず
も

一

再
任
の
拝
命
を
賜
わ
り
、
一
言
葉
に
な
ら
な

一

い
感
激
で

一
杯
で
あ
り
ま
す
。

一

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
面
、
先
々
を
一

冷
静
に
考
え
ま
す
と
き
、
責
任
の
重
大
さ
一

が
ひ
し
ひ
し
と
身
に
せ
ま
る
思
い
が
い
た
一

し

ま

す

。

一

い
ま
や
、我
が
朝
日
町
の
前
途
は
、
秋
風
一

に
吹
き
寄
せ
ら
れ
た
庭
闘
の
落
業
の
如
く
一

拾
え
ど
も
拾
え
ど
も
、
な
お
手
に
あ
ま
る
一

重
要
課
題
が
山
積
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
…

り
ょ
う
え
ん

』

前
途
は
極
め
て
遼
遠
多
難
で
あ
り
ま

一

す
が
町
民
各
位
の
よ
り
暖
か
い
ご
理
解
が
一

得
ら
れ
ま
す
よ
号
、
根
気
よ
く
事
に
処
す
一

れ
ば
必
ら
ず
や
、
や
が
て
芽
の
ふ
く
新
織

一

が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
も
の
と
確
信
い
た

…

し

て

お

り

ま

す

。

一

過
去
二
ヶ
年
に
お
け
る
尊
い
経
験
か
ら
一

得
ま
し
た
私
の
出
来
具
合
の
惑
い
点
に
、

一

深
く
反
省
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
も
…

新
た
に
、
誠
実
と
友
愛
の
精
神
で
初
心
を
…

貫
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
一

町
民
各
位
の
よ
り

一
層
の
心
の
通
う
暖
か
一

い
叱
培
、
激
励
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ

一

げ
、
組
辞
で
は
あ
り
ま
す
が
再
任
の
ご
あ

…

レ

さ

っ

と

い

た

し

ま

す

。

一

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

朝
日
町
醸
会
副
長

酒

栄

井

ひさあ第206号（昭和砕8月8日）
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コミ定 例 議

で

昭和 46年度決算 9月

守山111~ n. 2% 

般

会

計

昭
和
四
十
六
年
度
の

一
般
会
催
決
算
親

棋
は
、
歳
入
九
億
五
千
六
百

五
十
四
万

円
、
歳
出
九
億
一
千

二
百
九
十
四
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
歳
入

一

億

一
千
五
百
一
万
円
（
一

コ
了

七
%）

、

歳
出
九
千
六
百
九
十
四
万
円
（
一

一
・
七

%
）
と
ぞ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
収
支

は
、
四
千
三
百
六
十
万
円
の
余
剰
を
生
じ

て
お
り
、
こ
の
う
ち
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

ir. ~；I\ r~ 1.0% 

事
業
の
一
部
を
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
た

め
の
財
酒
二
千
八
十
二
万
円
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
、
二
千
二
百
七
十
八
万
円

の
黒
字
と
な
り
、
健
全
財
政
を
堅
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
四
卜
五
年
度
の
実
質
収
支
は
、

二
千
四
千
五
十
三
万
円
の
黒
字
で
あ
り
ま

し
た
の
で
、
四
十
六
年
度
の
尚
早
年
度
の
み

の
収
支
（
こ
れ
を
単
年
度
収
支
と
い
い
ま

す。

）
で
は
百
七
十
六
万
円
の
赤
字
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は

「
健

全
財
政
を
堅
持
し
つ
つ
、
財
源
の
許
す
限

り
町
民
福
祉
の
向
上
を
は
か
る
」
と
い
う

財
政
運
営
の
基
本
的
態
度
を
貫
い
た
か
ら

で
す
c

歳

入

マ
地
方
交
付
税
は
会
体
の
三
四

・二
%

町
税
、
地
方
議
与
税
、
地
方
交
付
税
お

よ
び
自
動
車
取
得
税
交
付
金
な
ど
そ
の
使

途
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い

一
般
財
源
の
総

額
は
、
五
億
八
千
八
百
六
十
三
万
円
で
、

全
体
の
六
一

・
五

%
を
し
め
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
も
の
は
、
町
民
税
、
固
定
資

産
税
な
ど
か
ら
な
る
町
税
二
億

一
千
三
百

二
十
万
円
で
j

前
年
度
よ
り
も
九
百
四
十

八
万
円
、
四
・
七
%
仲
び
、
議
入
金
体
の

二
二

・
＝
一%
を
し
め
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、

広
域
闘
設
定
の
た
め

の
財
源
措
置
広
ど
を
ふ
く
め
て
三
億
二
千

七
百
五
十
七
万
円
で
、
前
年
度
対
比
三
七

・
三

%
伸
び
、
歳
入
会
一
体
に
し
め
る
割
合

が
三
四
・

二
%
と
最
も
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

道
路
に
関
す
る
費
用
に
あ
て
る
た
め
の

自
動
車
取
得
税
交
付
金
九
百
三
十
八
万

円
、
同
じ
目
的
の
た
め
に
四
十
六
年
度
か

ら
新
ら
た
に
設
け
ら
れ
た
自
動
車
重
量
譲

与
税
百
十
七
万
円
、
交
通
安
全
施
設
の
設

置
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
あ
て
る
た
め

の
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
三
十
九
万

同
が
そ
れ
ぞ
そ
交
付
、
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
前
年
度
繰
越
金
二
千
四
百

五
十
三
万
円
な
ど
が
あ
り
、
一
般
財
瀕
の

前
年
度
比
較
は

一
九
・

四
%
と
大
幅
に
伸

び
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
般
財
調
の
な
か
に

し
め
る
国
へ
の
依
存
財
源
は
、
地
方
交
付

税
な
ど
が
、
五
七

・
一・一
%
と
依
然
大
き
な

比
重
を
し
め
て
い
ま
す
。

マ
国
県
支
出
金
は
全
体
の

＝
一ニ
・
一
%

使
途
が
指
定
さ
れ
て
い
る
特
定
財
源
で

あ
り
ま
す
が
、
総
額
一一
一億
六
千
七
百
九
十

一
万
円
で
全
体
の
三
八
・
五
%
を
し
め
て

い
ま
す
。

そ
の
主
な
も
の
と
し
て
の
国
県
支
出
金

は、

二
億
二
千
百
十
八
万
円
で
歳
入
全
体

の
二
三
・
一
%
合
し
め
、
都
市
計
画
事
紫

に
二
千
七
百
二
十
万
川、

上
朝
日
橋
改
良

事
策
に
二
千
二
百
六
十
二
万
円
、
四
十
四

年
発
生
災
害
復
旧
事
策
に
二
千
七
百
三
十

万
円
な
，
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
事

業
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
、
，
宮
崎
保

育
所
改
築
事
業
な
ど
投
資
的
経
費
財
源
に

充
て
た
町
債
は
、
七
千
九
百
五
十
万
円
、

さ
ら
に
、
分
担
金
負
担
金
は
、
造
林
事
業

な
ど
の
分
担
金
一
千
七
百
十
万
円
と
、
保

育
所
措
置
費
な
ど
の
負
担
金
二
千
八
千
六

十
六
万
円
と
あ
わ
せ
て
、
四
千
五
百
七
十

六
万
円
で
、
使
用
料
子
数
料
は
、
公
営
住

宅
使
用
料
、
戸
籍
、
証
明
手
数
料
な
ど
で

一
千
二
百
七
十
三
万
円
で
す
。

V
町
税
は
人
口一

人
当
り

一
万

一
千
円

町
が
行
政
を
す
す
め
て
い
く
う
え
に
必

要
な
経
費
の

一
部
を
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

直
接
、
間
接
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

r
D
n
u
n
3
 



(6) 

と
く
に
町
一
税
は
、
財
諏
の
根
幹
を
な
す

も
の
で
、
四
十
六
年
度
の
町
税
収
入
は、

二
億
一
千
三
百
二
十
万
円
で
、
歳
入
総
額

の
ニ
二
二
一
一
%
を
し
め
、
こ
れ
を
町
民

一

人
当
り
の
税
負
担
額
に
し
ま
す
と
一
方
一

千
三
十
九
円
と
な
り
プ
町
民
一
人
当
り
の

行
政
経
費
四
万
七
千
二
百
七
十
六
円
の
二

三
・
四
%を
ま
か
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す。

昭和 47年 10月 10日
月 刊（毎月10日発行）

歳

出

マ
経
常
的
経
費
は
全
体
の
三
回

・一
一一
%

歳
出
決
算
を
問
的
別
に
み
ま
す
と
、
土

木
賞
が

一
位
六
千
七
十
九
万
円
で
最
も
大

ぎ
く
歳
出
総
額
の
一
七

・
六
%
を
し
め
、

次
い
で
総
務
費
一
億
三
千
七
百
四
十
一一方

向
（
一
五

・
二
%
）
、

民
生
費

一
億
二
千

二
百
七
十
一
万
円
（

二
三

・
四
%
）
、
教

育
費

一
億
八
百
九
＋
三
万
同
（
一

一
・
九

%
〉
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
性
質
別
分
頬
の
う
ち
の
義
務
的

経
費
を
み
て
み
ま
す
と
、
人
件
費
に
つ
い

て
は
、
議
員
、
各
種
委
員
の
報
酬
、
特
別

職
、
職
員
給
与
な
ど
で
歳
出
全
体
の
二
七

・
六
%
を
し
め
、
ご
億
五
千
二
百
三
十
三

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
件
費
、
公
共
用
施
設
の
維
持
補
修
蛾

な
ど
の
経
官
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
悔
力

節
減
を
は
か
り
ま
し
た
。

．
ま
た
、
扶
助
貨
で
は
、
四
十
六
年
皮
か

ら
新
ら
た
に
突
加
し
ま
し
た
悶
令
者
医
療

給
付
金
百
九
十
七
万
円
を
は
じ
め
、
安
保

護
児
賞
、

生
徒
給
付
金
な
ど

一
千
四
百
四

十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
υ

補
助
費
等
で
は
、
新
川
広
域
聞
な
ど
の

負
担
金
一
千
二
百
万
円
、
米
生
産
制
盤
対

策
費
二
百
三
十
四
万
円
、
商
工
策
撮
興
費

百
五
十
三
万
円
、
各
顧
問
体
補
助
な
ど

で
五
千
九
百
八
十
二
万
円
に
な
り
ま
し

ひさあ第206号（貯話会易会見）

た。
公
債
費
で
は
町
が
過
去
に
投
資
し
た
事

業
の
財
顔
と
し
て
国
や
県
か
ら
借
り
入
れ

た
町
債
の
返
済
に
要
す
る
一
元
利
償
還
金
が

四
千
七
百
二
十
二
万
円
に

な
っ
て

い
ま

ム
ノ
。積

立
金
（
貯
金
）
で
は
、
財
揮
の
効
率

的
使
用
を
目
的
に
、
将
来
の
財
政
運
営
の

弾
力
性
を
保
持
す
る
た
め
に
、
財
政
調
整

積
立
金
二
千
百
二
十
五
万
円
を
積
み

立

て
、
町
財
政
の
よ
り

一一
胞
の
効
率
的
か
っ

重
点
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

マ
投
資
的
経
質
は
全
体
の
四

0
・
八
%

住
み
よ
い
、
明
る
い
町
づ
く
り
の
礎

に
、
積
極
的
に
社
会
資
本
の
充
実
に
取
り

組
み
、

普
通
建
設
補
助
事
策
で
は
、

宮
崎

保
育
所
改
築
、
上
朝
日
橋
改
良
、
都
市
計

画
、
学
校
プ
l

山
戸
建
設
、
河
川
改
修
事
業

な
ど
に
、
一
億
一
千
二
百
七
十
五
万
円
、

単
独
事
業
と
し
て
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
、
道
路
新
設
改
良
、
造
林
事
業
な
ど
の

公
共
施
設
の
務
守備
に
、

一
億
五
千
二
百
四

十
六
万
円
を
投
資
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
復
旧
事
業
で
は、

四
十
四

年
発
生
災
害
復
旧
の
最
終
年
度
と
し
て
、

八
千
二
百
三
十
八
万
円
を
充
当
し
、

一
連

の
復
旧
作
業
に
一

応
終
止
符
を
う
ち
ま
し

た。マ
企
＊
会
計
へ
三
千
万
円
の
繰
出
金

一
般
会
計
か
ら
他
会
計
へ
の
財
政
担
助

は、

泊
病
院
事
業
会
計
へ
三
千
六
十
一
万

円、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ

二
行
万

円
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
へ
三
百
十
四
万

円
と
あ
わ
せ
て
三
千
五
百
七
ナ
五
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

一
特

別
£』
:rt 

計

マ
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
決
算
額

一
回
、
七
一

O
万
円

歳
出
決
算
額

収

支

差

引

マ
診
療
所
特
別
会
計

殺
人
決
算
額

歳
出
決
算
額

収

支

差

引

マ
簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
決
算
額

歳
出
決
算
額

収

支

差

引

一
回
、

五
一

八
万
円

一
九
二
万
円

、
五
一
九
万
円

、
九
九
八
万
円

五
ご
一
万
円

六
五
八
万
円

六
四
四
万
円

一
四
万
円

企

業

会

計

マ
泊
病
院
事
業
会
計

府
院
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適

用
を
う
け
、
均
衡
の
と
れ
る
よ
う
基
本
計

画
に
沿
っ
て
経
営
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
結
果
的
に
は
、

二
千
二
百
七
十
町

万
円
の
欠
損
金
を
生
じ
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
四
十
七
年
二
月
か
ら
の
医
療
費

引
よ
げ
や
経
営
費
用
の
節
減
な
ど
の
企
業

努
力
に
よ
っ
て
、
単
年
度
収
支
は
二
百
五

十
六
万
円
の
息
字
に
な
り
、
前
途
に
希
望

が
も
て
ま
す
。

自
治
体
病
院
経
営
上
の
諸
問
題
は
、
全

国
の
共
通
的
課
題
で
あ
り
、

一
地
方
公
共

団
体
で
は
と
う
て
い
処
理
で
き
な
い
多
く

の
こ
と
が
ら
が
あ
り
ま
す
が
、

能
準
的
な

経
営
に
つ

い
て
、
鋭
宜
努
力
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
月
の
税
金
は

町
県
民
税
第
三
期
分
で
す

ま
た
県
税
自
動
車
税
も
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う。

_ 11 圭
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入
手
不
足
を
反
映
し
て
、
主
婦
の
方

も
、
企
業
の
求
め
に
応
じ
て
働
く
方
が
ふ

え
て
い
ま
す
が
、
主
婦
が
バ
1
ト
で
働
い

た
と
き
の
収
入
と
所
得
税
の
関
係
に
つ
い

て
設
明
し
ま
し
ょ
う
。

所
得
税
は
、

一
年
間
の
所
得
金
額
か
ら

毘
偶
者
控
除
、
扶
発
控
除
、a
基
礎
控
除
な

ど
を
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。
し
か
し

配
偶
者
控
除
は
配
偶
者
に
一
定
以
上
の
所

得
が
あ
る
と
き
は
、

差
し
引
く
こ
と
が
で

含
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
主
婦
の
パ

ー

ト
に
よ
る
所
得
が
一
定
額
以
上
の
と
き
は

夫
の
所
得
金
額
か
ら
配
偶
者
控
除
を
差
し

引
く
こ
と
が
で
ぢ
ま
せ
ん
か
ら
．
そ
の
分

だ
け
失
の
所
得
税
が
多
く
な
り
ま
す
。

配
偶
者
燈
除
が
受
け
ら
れ
る
所
得
の
限

度
は
パ
l

卜
な
ど
の
所
得
の
場
合
、
年
間

一
五
万
円
で
す
。
パ
ー
ト
収
入
は
ふ
つ
う

給
与
所
得
と
な
り
ま
ず
か
ら
、
収
入
か
ら

給
与
所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
も
の
が
所

得
と
な
り
ま
す
。
こ
の
給
与
所
得
控
除
が

あ
る
た
め
、
所
得
一

五
万
円
は
、
年
間
収

入
で
三
一
八
、

0
0
0円
に
相
当
し
ま
す

の
で
、
パ
ー
ト
の
収
入
が
こ
れ
よ
り
少
な

い
と
き
は
、
配
偶
者
授
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
一

ヶ
月
の
収
入
が
平
均
し

て
二
六
、
五
O
O円
よ
り
少
な
い
と
き
は

税
金
の
心
配
は
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
ο

い
い
か
え
る
と
、

主
婦
の
パ
1
ト
収
入

が
年
間
三
一
八
、

0
0
0円
以
上
に
な
る

と
、
夫
の
所
得
税
の
計
算
の
と
き
に
配
偶

者
鈍
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
収
入
が
も
っ
と
多
く
な
り
年
間

三
八
二
、
0
0
0円
以
上
に
な
る
と
、
給

与
所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
残
り
が
基
礎

控
除
額
で
あ
る
こ
0
0、
0
0
0円
を
こ

p
o
n
u
n
U
 

え
ま
す
の
で
、
主
婦
自
身
が
独
立
し
て
納

税
者
と
な
り
、
所
得
税
を
納
k

り
る
こ
之
に

な
り
ま
す
。
（
魚
津
税
務
署
）

．
、

山

ゴ

ミ

収

集
常に
つ
い
て
は
現
在

…
臥

γ

パ
ッ
カ
1
2
Aロ
パ
不
燃
焼
物
事

；

；
 

…
剖

～

1
台
の
3
台
で
’全
人
口
に
対
し

～
て

～
刊

%
を
収
集
し
て
お
り
ま
す
が

川
い
山

最
近
の
ゴ
ミ
の
多
種
多
様
化
に

九
つ

～

と
も
な
い
現
場
宅
作
業
が
支
障

v

に
ω

を
き
た
す
こ
と
が
た
び
た
び
あ

一
集
一

り
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
い

J
－

l
 

4
・・

た
だ
き
た
く
お
臨
し
い
た
し
ま

）
ゴ

い
す

。

己

一
、
燃
え
る
物
、
憶
え
な
い
物
は
必
ら
ず

区
別
し
て
く
だ
さ
い
。

之
、
収
集
日
以
外
は
ゴ
ミ
を
収
集
カ
所
へ

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い。

三
、
電
気
製
品
、
家
具
類
な
ど
の
大
型
の

プ
ミ
は
収
集
車
に
て
収
集
し
か
ね
ま
す

の
で
直
接
大
屋
地
内
の
不
燃
物
捨
場
に

運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
ゴ
ミ
は
ポ
リ
プ
タ
ロ
な
ど
を
使
用
し

ひ
と
ま
と
め
に
し
て
か
ら
収
集
カ
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

五
、
ゴ
ミ
が
大
滋
に
排
出
し
、
焼
却
場
へ

持
っ
て
い
か
れ
る
際
は
現
場
の
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
υ

一

．コ

ミ
を
、
川
や
海
へ
姶
て
る
こ
と

一
は

「
消
灼
法
」
で
禁
じ
ら
れ
て
お
り

…
ま
す
。
自
分
の
町
を
き
れ
い
に
す
る

一
た
め
、
き
ま
り
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

V
ゴ
ミ
を
川
や
海
に

鎗
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
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期
両

侍セ」p

ズ玩
Tる
の
活
用

明
る
〈
楽
し
い
み
ん
な
の
場
に

十
月
十
一
日
か
ら
開
飢
の
両
セ
ン
タ
ー
は
全
町
民
の
も
の
で

一
す
。お

た
が
い
に
両
セ
ン
タ

ー
の
使
用
上
の
き
ま
り
を
守
り
、

他

一

一
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
器
具
器
材
を
大
切

一
に
し
て
、
明
る
く
楽
し
い
み
ん
な
の
場
と
し
て
活
用
し
ま
し
ょ

。
円
ノ

さ
き
に
「
あ
さ
ひ
」
特

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
朝
日
町
勤
労
青
少
年
体

育
セ
ン
タ
ー
と
朝
日
町
福

祉
セ
ン
タ

ー
の
落
成
式
は

去
る
九
月
二
十
九
日
午
後

二
時
か
ら
体
育
セ
ン
タ
ー

で
町
内
外
か
ら
の
一
一
一
一一O

名
の
出
席
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

落
成
式
は
ま
ず
間
期
促

進
事
業
団
理
事
長
〈
代

理
、
北
里
忠
雄
理
事
）

、

労
働
大
臣
（
代
理
、
中
原
品
労
働
省
審
議

官
）
、
沼
山
県
知
事
（
代
理
、
矢
田
貝
寛

文
職
禁
安
定
課
長
）
、
中
川
町
長
の
あ
い

さ
つ
に
つ
い
で
加
藤
助
役
か
ら
工
事
経
過

報
告
の
あ
と
、朝
日
町
出
身
、
在
住
の
か
た

が
た
で
、
体
育
・福
祉
両
セ
ン
タ

ー
の
施
設

備
品
の
購
入
資
金
を
寄
付
さ
れ
、
ま
た
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
各
部
屋
に
掲
げ
る
絵

画
、
書
、
彫
刻
を
寄
贈
さ
れ
た
別
記
の
か

た
が
た
に
中
川
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た。

つ
づ
い
て
両
セ
ン
タ
ー
の
建
築
設
計
監

理
者
偏
見
建
築
設
計
事
務
所
長
稿
見
栄
次

(7) 

氏
と
両
セ
ン
タ
i
の
施
工
者
株
式
会
柱
深

松
組
社
長
深
訟
幸
太
郎
氏
に
堀
雇
用
促
進

事
業
団
理
事
長
と
中
川
町
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い
で
鍛
治
衆
議
員
議
員
、
相
似
沢
県
語

会
誌
長
（
代
理
、
鹿
熊
県
議
）
、
酒
井
朝

日
町
議
会
議
長
の
祝
辞
と
祝
電
一
夜
露
が
あ

っ
て
搭
成
式
を
終
り
、
祝
賀
の
直
会
で
午

後
三
時
半
ご
ろ
閉
会
し
ま
し
た
。

体
育

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
施
政
備
品

資
金
寄
付
者

（
順
不
同

・
敬
称
略
）

金

井

俊

－

斉

藤

郎

男

下

沢

健

次

大

倉

厳

護

日
東
紡
泊
工
場

捜

達

金

－

深

松

幸

太

郎

竹

内

武

治

岡

本

秀

夫

赤

川

英

作

数

家

健

次

郎

追

分

栄

寿

木

村

券

次

背

柳

政

二

前

田

芳

志

社品五折根藤渡7J0.k石寺平 7.K西 i皮
f何十
業嵐 谷達田辺島島田崎野島村三

雲光 英健繁良与実 喜 作 嘉 信 清 覧

会 子和三松造松 郎市造 七一治衛

清

水

反

次

郎

戸

出

喜

久

三

寺

由

政

一

相

原

彦

治

九

里

良

介

九

里

も

よ

必

倉

昭

二

小

一

史

老

人
タ
ラ
フ

近

藤

重

成

黒

坂

基

文

朝

日

町

職

凸

組

倒

賀

孝

之

A

n

M

以

田

利

吉

牧

野

勝

政

M
m

能
喜
三
松

小

沢

孝

士

円

那

須

孝

中

島

政

平

横

山

隆

志

中

谷

武

右

衛

門

深

松

志

向

陸

川

上

敏

雄

池

原

符

小

姻

俊

政

松

余

威

水

島

藤

大

郎

内

山

敏

之

坂

口

伊

作

酒

井

亮

治

九

里

直

毅

大

森

茂

丸

岡

三

郎

神

保

恒

雄

箔
祉
セ
ン
タ
ー
の
総
萄
・

書

－
彫
刻

寄
贈
者

（
順
不
同

・
敬
称
略
）

館

函豊

秋

半

次

…
大

島

修

三

井

口

文

秀

一

佐

々

木

幸

雄

長

崎

莫

人

池

原

堅

一

仙

名

秀

雄

…

水

島

佳

子

長

崎

助

之

ゑ

．
湯

口

敏

明

谷

口

山

部

大

平

一

衛

間

部

善

治

…
彬

芳

雄

殿

村

芳

謙

一

泉

政

二

．
 

大

平

山

涛

…
瓜

生

鏑

亭

士口

岡

地

帯

水

島

藍

潮

彫

刻問

中

三

大

郎

一
阿

部

美

知

夫

な
お
、
寄
付
金
に
つ
い
て
は
募
金
期
間

は
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
昭

和
四
十
八
年
十
一
月
十
日
ま
で
の
二
カ
年

間
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
き
に
掲
げ
た

か
た
が
た
は
昭
和
四
十
七
年
十
月
三
日
現

在
の
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
寄
付
を
う
け
た
分

に
つ
い
て
は
別
途
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

「
あ
さ
ひ
」
特
号
で
施
設
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
た
両
セ
ン
タ
ー
の
利

用
ま
た
は
使
用
に
つ
い
て
は
勤
労
背

少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
規
則

と
福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用
料
条
例
お
よ

び
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
阻
条
例
施
行
規

制
に
も
と
づ
い
て
迎
営
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
主
な
も
の
は
つ
ゲ
の
と
お

り
で
す
。

動
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

休
日
お
よ
び
利
用
時
間

休
日
「
月
限
日
」
お
よ
び
「
国
民
の

祝
日
の
翌
日
」
な
ら
び
に

「
十
二
月

二
十
九
日
か
ら
翌
年
一

月

一一一
日

ま

で
」

利
用
時
間
平
日
は
午
後
一
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で
。
日
揮
目
、
園
長
の
祝

日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

利
用
者
の
範
囲

町
内
に
勤
務
先
ま
た
は
住
居
の
あ
る
勤

労
青
少
年

利
用
手
続
き

館
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

全
館
を
利
用
す
る
場
合
は
利
用
予
定
日

の
十
日
前
ま
で
に
館
長
に
利
用
許
可
申

請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

利

用

科

利用時間 ｜利用料

倒「…吋？！20円
人年および児童生

一 般 50円

団
9時～12時 600円

体 13時～！？時 800円
，個、

17時～21時 1.200円イー
人 9時～17時 1.600円
以

13時～21時 2.000円上
、．〆

9時～21時 2.400円

詳
じ
い
こ
と
は
セ
ン
タ
ー
事
務
室
に
お

問
い
あ
わ
せ
く
ど
さ
い
。
（
電
話
帯
号
・

一一
一
l
O五
七
五）

福
祉
セ
ン
タ
ー

休
日
お
よ
び
使
用
時
間

休
日

「
月
附
日
」
お
よ
び

「
国
民
の
祝

日
の
羽
目
」
な
ら
び
に

「
十
二
月
二

十
九
日
か
ら
翌
年

一月一一一
白
ま
で
」

使

用

時

間

午

後

一
時
か
ら
午
後
九
時

ま
で

使
用
手
続
き

使
用
期
日
五
日
前
ま
で
に
館
長
に
使
用

承
認
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

使

用

料！収容人員！？臨時｜詳9~；手9時
料型教室 20 1.000円 1. 500門 2目500向階

会議室 25 1.000円 1.500円 2.500円

研修室 ， ，~ I卿円 1.500円 2.500円

茶道華室道及 断 1.000問 1.500円び 室

－
料
理
教
室
の
電
気
ガ
ス
代
は

実
費
徴
収
で
す
。

な
お
、
老
人
憩
い
室
と
児
童
遊
戯
室
は

お
と
し
よ
り
と
こ
ど
も
た
ち
の
専
用
で
無

料
で
す
。

一
般
の
か
た
は
使
用
で
き
ま
せ

ん。詳
し
い
こ
と
は
セ
ン
タ
ー
事
務
所
に
お

問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「ー
町
民
体
育
大
会
の

一

－

種

目

き
ま
る
｜
－

ひ

第
十
三
回
町
民
体
育
大
会
は
、
来
る
二

十
二
日

（
二
十
二
日
雨
天
の
場
合
二
十
九

日
、
二
十
九
日
雨
天
の
場
合
中
止
）
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
種
目
が
決

定
し
ま
し
た
。

A
・
錬
点
種
目

1
キ

7

ク
継
走
〈
年
令
自
由
）

一
地
医
男
十
名

女
十
名

2
ボ
ー
リ
ン
グ
継
走
（
満
二
十
六
才
以

上
）

一
地
反
男
十
名
女
十
名

ー
リ
ン
グ
バ
ス
継
走
（
満
三
十
六
才
以

上）

一
地
医

男

十
名

女

十
名

4
紅
白
球
入
れ
（
満
四
十
六
才
以
上
）

一
一
地
医
閉
山
十
名
女
十
名

a綱
引
き
（
満
三
十
六
才
以
上
）

一
地
区
男
十
五
名

女
十
五
名

ι青
年
八
百
米
継
走
（
満
二
十
六
才
未

満
）

一
地
区
男
三
名
女
二
名

1
年
令
別
男
子
千
米
継
定

一
地
区

満
二
十
六
才

l
＝
一
十
才
二
名

＝．
十

一
才

t
三
十
五
才
二
名

二
十
六
才

i
四

十

才

二

名

四
十
一
才

i
四
十
五
才
二
名

四
十
六
才
以
上

二

名

a年
令
別
女
子
六
百
米
継
走

一
地
区

満
て
十
六
才

t
一一一
十
才

二
名

三
十
一
才

I
一
二
十
五
才
二
取引

三
十
六
才
以
上

二

名

B
・
銀
点
外
種
目

さあ第206号（昭和32何 月8日）
第 3f重郵便物認可／

－
小
学
校
四
百
米
継
走
（
地
区
対
抗
）

一
地
区

男
二
名
女
二
名

2
中
学
校
六
百
米
縦
走
（
地
区
対
抗
）

一
地
区
男
＝
名

女

二
名

a地
区
対
抗
二
千
米
継
走

一
地
区

中

学

生

一

名

四

百

米

高
校
生
（
全
H
制
）
一
名

六
百
米

青
年
へ
定
時
制
高
校
生
、
大
学

生
合
む
）
一
名
六
百
米

満
二
十
六

r以
上

一
名

四
百
米

4
1
さ
が
し

（
満
六
十
五
才
以
上
〉

一
地
区
十
名

E
タ
ル
こ
ろ
が
し
（
町
内
会
長
、来
賓
）

c・
団
体
演
筏
種
目

l
保
育
所
遊
齢

Z
操
人
会
お
ど
り
（
朝
日
音
頭
）

－
町
民
ヲ
ゾ
オ
体
操

（
第
一

ラ
ゾ
オ
体

燥）

V
オ
リ
ヱ

ン
テ
i
リ
ン
グ
で
企

日
体
力

e

つ
く
り
を
H

十
一
月
三
日
泊
中
に
集
合

近
年
、
経
済
、
文
化
、
交
通
の
発
述
に

と
も
な
い
、
運
動
不
足
と
な
り
体
力
の
低

下
が
め
だ
っ
て
お
り
ま
す
。

朝
日
町
教
育
委
員
会
で
は
、
迎
動
不
足

を
少
し
で
も
補
な
お
う
と
、
次
に
よ
り
第

一
回
朝
日
町
オ
リ
エ
ン
ア
l
リ
ン
グ
大
会

を
附
仰
い
た
し
ま
す
。

多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

期

日

十
一
月
一
一
一
日

（
文
化
の
日
）

日

程八
・
0
01
八

・
三

O
受
付
（
泊
中
〉

八

・
三

O
I
八

・
四

O
開
会
式

八
・
四

0
1
九

・
三

O
競
技
説
明

（ル

1

w
説
明
、
地
図
の
説
み

方
磁
石
の
使
い
方
等
）

九

・
一一
一0
1
十
二
・
O
O
麗
技

十
二
・
0
01
十
二
、
三

O
閉
会
式

集
合
場
所

泊
小
学
校

機

行

品

附
子
、
タ
オ
山
川
、
腕
時
計
、

替
下
抽
出、

弁
当
な
ど
。

務
加
意
志
の
あ
る
方
は
年
令

性
別
を
問
わ
な
い
。

運
動
の
で
き
る
軽
快
な
服
装

（
山
野
を
走
り
ま
わ
る
の
で

長
靴
で
も
よ
い
）

参
加
資
裕

服

装

オ
リ
ヱ
ン
テ
l
リ
ン
グ
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
は

地
図
と
磁
石
を
用
い
て
地
図
上
に
示
さ

れ
た
い
く
つ
か
の
地
点
を
で
き
る
だ
け
短

い
時
聞
に
探
し
当
て
る
醗
技
で
あ
っ
て
、

未
知
の
地
形
に
お
け
る
方
向
探
知
能
力
と

体
力
を
実
際
に
調
べ
、
ど
の
よ
う
な
状
況

で
も
、
す
ば
や
く
か
っ
的
確
な
行
動
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
能
力
と
体
力
を
縫
う
鏡

技
で
す
。

地
凶
の
読
み
方
、
他
石
の
使
い
方
を
知

れ
ば、

歩
け
る
人
な
ら
推
で
も
で
怠
る
ス

ポ
ー

ツ
で
す
ο

＝mツ
一一

山
一一

一
協
－

一体
ユ

役
場
チ

l
ム
に

栄

冠

第
一
回

朝
ヨ
町

H
朝
岡
野
同
時
大
会

H

（
九
月
三
日

・
九
月
二
十
一
日
前
中
十

小
丸
山
）
疹
加
十
四
チ
ー
ム

準

決

勝

小
川
生
コ
ン
同
｜
O
山帰
京
モ
ー
タ
ー

ス

叫
口
町
役
胤

9
1
0制
日
パ

ν

l
ポ

l

山戸
ク
ヲ
フ

決

勝朝
日
町
役
場
以

l
o
小
川
生
コ
ン

行
事
予
定

十

一
月
五
日
（
日〉

制
民
バ
レ
l
ポ
1
－

w
大
会

町
民
パ
A

ケ
ァ
ト
ホ

l
w
大
会

（
泊
中
学
校
体
育
館
）

「＼
十 'lj.

白 l }'{ 
ムは；
代。寝
袋 i除
v {/) 

賞
状

を
；ぇ

lす
る
役
場

き青兵鱗タ：
問
手
を
通
し
て

手
が
る
な

ス

。ホ

、ゾ

朝

日

町

卓
球
ク
ラ
ブ

入
会
は
自
由

朝
日
町
内
に
お
け
る
卓
球
盟
好
者
は
戦

前
か
ら
も
相
当
多
く
、
戦
後
は
特
に
県
体

や
国
体
の
開
催
な
ど
が
こ
れ
に
拍
車
を
か

け
、
点
的
時
人
U
は
ま
す
ま
す
附
え
、

手
が

る
な
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
各
年
令
嗣
を
通
じ

て
愛
好
さ
れ
て
い
る
。

本
町
で
は
、
附
和
三
十
七
年
明
か
ら
同

志
が
集
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
結
成
を
呼
び
か

け
、
朝
日
町
卓
球
ク
ラ
プ
が
結
成

さ

れ

た
。そ

の
後
の
活
動
め
ざ
ま
し
く
、
郡
体
に

お
レ
て
は
個
人
験
八
連
勝
を
飾
り
、

県
体

に
も
上
位
進
出
を
速
け
る
ほ
ど
の
山
県
を

教
げ
て
い
る
。

現
在
固
定
会
員
数
は
十
数
名
で
グ

ル
ー

プ
結
成
当
時
は
泊
中
川
予
絞
を
糾

沼

会

場

に
、
最
近
は
泊
小
学
校
体
育
館
で
練
習
に

は
げ
ん
で
い
る
。

入
会
に
つ
レ
て
は
、
特
別
の
組
定
は
な

く
自
由
に
入
会
で
き
、
目
下
の
と
こ
ろ
会

費
も
徴
収
し
な
い
。
希
望
者
は
．
会
長
ま

た
は
郎
事
長
宛
巾
し
込
め
ば
よ
い
。

会

長

山

本

明

理

事

長

官

江

修

緩
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永

隆

青年の船同乗記｜

第

回

H

青

年

の

船
。

ス

ケ
｜｜ 

v-

弁

嘉

佐

漉

栄

子

第
二
回
富
山
県
青
年
の
船
問
民
と
し
て

八
月
五
日
富
山
新
港
を
出
発
し
、
ソ
連
訪

問
の
討
的
を
巣
た
し
て
十
七
日
待
び
新
地

へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
陪
く
閉
ざ
さ
れ
た

感
じ
を
持
つ
ソ
連
．
日
本
の
六
十
倍
の
土

地
を
持
つ
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
問
に

対
し
、
十
三
臼
聞
の
旅
は
余
り
に
も
短
い

期
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
数
多
く
の
教
訓

と
再
発
見
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
り

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
車
窓
か
ら
見
え
る
延

々
と
続
く
シ
ベ
リ
ア
の
大
地
に
点
在
す
る

開
拓
農
家
の
小
さ
な
家
、

マ
イ
ナ
ス
四
十

度
に
も
な
る
と
い
う
厳
冬
を
ど
の
よ
う
に

過
ご
す
の
か
不
思
議
な
く
ら
い
で
あ
っ
た

し
、
ま
た
ソ
連
の
癌
と
も
宮
わ
れ
て
い
る

農
業
も、

出
て
く
る
食
事
か
ら
判
断
す
る

と
、
野
菜
は
賓
が
わ
る
く
、
そ
の
種
類
も

五
租
類
ぐ
ら
い
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
我
々
日
本
旅
行

者
に
対
し
「
ガ
ム
を
く
れ
」
と
群
が
っ
て
来

る
子
供
述
を
見
て
、
こ
れ
が
世
界
の
大
国

の
地
位
を
占
め
、
宇
宙
競
争
で
準
々
し
い

成
果
を
あ
げ
て
い
る
国
と
は
思
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
ど
の
人
に
も
住
む
所
、

食
べ
る
物
、
着
る
物
は
充
分
で
な
く
て

も
、
そ
れ
な
り
に
工
夫
を
し
、
本
当
に
自

分
遠
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
す
が

う
か
が
え
ま
し
た
。
パ
イ
カ
ル
湖
の
近
く

さあ第206号（附昨8月8日）
第 3種郵便物認可〈？）

に
参
加
し
て

ノレ

の

大

き

さ

に

驚

く

シ

戸4

ヤ

の

印

象

｜｜ 

で
現
地
若
人
と

一
目
安
歓
会
が
あ
り
、
解

ら
な
い
一言
集
で
話
し
‘
夜
お
そ
く
ま
で
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
い
ま
し
た
が
、

若
人
に
は
国
境
が
な
レ
と
い
う
実
感
な
肌

で
味
わ
う
取
が
で
会
ま
し
た
。
共
産
主
義

と
い
っ
て
も
わ
れ
わ
れ
の
見
た
限
り
で
は

暗
さ
は
無
く
、全
く
束
縛
を
受
け
ず
、
の
び

の
び
と
生
情
を
し
、
物
質
的
に
は
、
現
在

の
日
本
は
数
倍
強
か
で
あ
る
が
、
ソ
連
に

は
口
本
の
わ
れ
わ
れ
に
欠
け
て
し
い
る
精
神

的
ゆ
と
り
と
、
素
朴
さ
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
、
そ
れ
も
目
の
前
に
広
が
る
土
地
、

自
然
を
見
れ
ば
う
な
ず
け
ま
す
。
街
に
は

数
多
く
の
公
闘
が
あ
り
人
々
は
裕
り
介
い

説
轡
を
し
て
い
て
見
る
か
ら
に
の
ん
び
り

し
た
雰
間
気
で
あ
り
、
公
闘
の
あ
ち
こ
ち

に
は
花
が
咲
き
ほ
こ
り
、
広
場
に
は
ν

1

一
一
ン
や
7

ル
ク
ス
な
ど
の
開
拓
者
、
先
駆

者
の
銅
像
が
立
っ
て
お
り
、

ν
I

ニ
ン
広

場
、
マ
ル
ク
ス
泊
り
な
ど
の
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
名
を
と
っ
て
つ
け
ら
れ
、
羽
代

ま
で
讃
え
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

公
園
は
も
ち
ろ
ん
観
光
地
、
道
路
な
ど

に
は
ち
り
一
つ
な
く
、
日
本
で
は
考
え
ら

れ
ぬ
事
で
あ
る
と
同
時
に
見
習
う
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
街
で
会
っ
た
少

年
達
と
キ
ャ
ン
プ
場
で
会
っ
た
少
年
達
を

比
較
し
て
み
れ
ば
、
英
才
教
育
か
ら
は
み

出
た
者
の
あ
わ
れ
き
を
感
じ
、
大
陸
的
性

格
と
い
う
か
、
ゆ
っ
く
り
と
お
ち
，
討
い
た

性
怖
と
い
う
反
出
平
々
凡
々
と
し
た
生
前

の
中
に
、
あ
き
ら
め
ム

1

ド
さ
え
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、
こ
の
冴
勾
・
の
船
は
全
く
瞭

犯
の
山
内
な
る
闘
な
ら
で
は
の

話
験
が
で

h
c
、
改
め
て
相
国
日
本
を
見
つ
め
、．
而
体

生
活
の
さ
？
コ
く
つ
で
ま
た
裂
し
い
怨
い

出
も
多
く
作
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
は

私
遥
の
人
生
の
一
ペ
ー

ジ
と
し
て
く
わ
え

る
と
と
も
に
よ
り
多
く
の
叶
年
に
伝
え
、

別
併
を
求
め
る
党
相
で
す
。

こ
の
青
年
の
船
に
参
加
で
き
た
こ
と
を

心
か
ら
白山
泊
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

八
万
・
共
は
パ
イ
力
作
糊
キ
ャ
ン
プ
同
仰
に
お

レ
て
、
突
如
、
土
地
の
結
婚
式
の
敏
露

宴
に
招
か
れ
た

一
行
の
ス
ナ
ッ
プ

V

青
年
学
級
だ
よ
り

和
気
あ
い
あ
い
の
中

楽

し

い

学

習

目

山
崎

青

年

学

級

川t

毎
水
曜
日
夜
、
山
崎
公
民
館
に
集
う
青

年
連
は、

地
区
住
民
と
の
結
び
つ
き
を
も

っ
と
深
め
よ
う
と
、
体
協
や
婦
人
会
な
ど

の
同
体
と
ス
ポ
ー
ツ
の
合
同
実
技
指
導
を

受
け
る
な
ど
の
新
し
い
形
の
学
習
を
展
開

し
て
い
十
ま
す
3

何
か

一
つ
で
も
’
身
に
つ
け
よ
う
と
先
い
れ

か
ら
h
v

お
茶
庁
を
始
め
、
日
本
人
の
心
に

潜
む
精
砕
を
つ
か
み
と
ろ
う
と
努
均
し
て

い
ま
す
。

前
川
長
保
青
年
必
ず
級
主
事
の
凱
…
心
な
指

導
の
も
と
昭
和
四
十
三
年
度
に
は
優
良
青

年
学
級
と
し
て
富
山
県
教
育
委
員
会
か
ら

表
彰
も
受
け
て
お
り
、
学
級
生
は
先
輩
に

負
け
じ
と
白
土
的
に
、
し
か
も
和
気
あ
い

あ
い
の
中
で
楽
し
く
学
刊
を
巡
め
て
レ
ま

h
F

。
－t
s
a
t－
e

：1
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e
o
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i
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1
l
i
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i
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i
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i
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i
z
－－－1
1

－
i
t
・

夏

期

補
導
セ
ン
タ
ー
を
終
え
て

お
と
な
も

こ
ど
も
も
多
い

自
転
車
の
二
人
乗
り
と

無

灯

火

行
少
年
を
必
し
く
識
さ
、
明
る
く
す
ニ

や
か
に
伸
ば
そ
う
と
、
朝
日
町
で
は
、
夏

休
み
中
の
七
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
一一
一十

・
一
日
ま
で
の
閥
、
夏
季
少
年
補
必
七

ン
F

ー
を
開
設
し
、
五
十
名
の
補
導
員
の
方
ムべ

に
よ
る
巡
回
補
潟
市
助
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
が
、
巡
回
期
間
中
特
に
自
に
つ
く
こ

と
が
ら
が
多
く
町
ぐ
る
み
青
少
年
健
全
育

成
運
動
に
一
周
の
ご
協
力
の
必
．
喪
を
痛
感

し
ま
し
た
。記

O
自
転
車
の
無
灯
火
、
二
人
乗
り
が
、

お
と
な
と
言
わ
ず
F

」
ど
も
と
言
わ
ず

非
常
に
多
い
。

住
笠
し

（
し
か
も
、

て
も
、
ほ
と
ん
ど
平
気
で
あ
る
）

。
高
校
生
、

小
学
作
の
海
仰
を
小
心
と

す
る
遅
レ
時
閣
の
外
出
が
比
較
的
多

Q 

校
生
~-!lo 
カL

夜
間
、
自
転
車
等

で
校
下
外
へ
迫
山
す
る
傾
向
が
納
え

て
い
る
。

O
高
校
生
の
喫
煙
、
飲
酒

O
名
札
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た
り
、
生

徒
ら
し
く
な
い
服
装
。

以
上
の
よ
う
で
す
が
補
導
期
間
に
限
ら

ず
、
ま
た
補
海
員
で
あ
る
な
い
な
間
わ
ず

み
ん
な
わ
が
子
と
レ
う
気
持
ち
で
、

my 
ぐ

る
み
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
や
り
た
い
も

の
で
す
。

み
ん
な
で
「
愛
の
ひ
と
声
」
運
動
を
、

「
ご
苦
労
さ
ん
」

「
あ
ぶ
な
い
よ
ー

「
早
く
お
帰
り
」

n
h
u
n
H
V
4
t

・
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踏
切
事
故
防
止
に
一
役

踏
切
清
掃
奉
仕
と

機
関
車
試
乗
実
施

鶴
間
切
事
故
防
止
協
力
会

(11) 

越
中
宮
崎
駅
で
は
九
月
六
日
宮
崎
、
境

地
区
内
の
踏
切
事
故
防
止
協
力
会
、
域
山

子
供
会
、
踏
切
防
護
協
力
員
、
地
区
役
員

の
人
達
が
、
越
中
宮
崎
か
ら
水
矯
ま
で
機

関
車
に
一
往
復
「
試
乗
」
し
て
線
路
積
断
、

踏
切
一
旦
停
止
等
の
実
態
を
犠
関
士
の
立

場
か
ら
見
学
し
ま
し
た
が
、
試
乗
し
た
人

達
か
ら
次
ぎ
の
よ
う
な
感
想
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

て
線
路
に
接
近
し
て
稲
が
積
重
ね
ら
れ

て
い
て
危
険
ど
と
思
っ
た
。

二
、
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
べ
き
も
の

で
線
路
横
断
に
は

「
ま
右
確
認
」
を
強

く
呼
び
か
け
た
い
。

三
、
踏
切
警
報
機
は
冬
な
ど
聞
こ
え
な
い

こ
と
も
あ
る
の
で
普
級
車
問
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
「

一
臼
一
停
止
」
と
左
右
確
認

が
必
要
。

問
、
踏
切
に
一
旦
停
止
目
僚
の

「
白
線
」

が
ほ
し
レ
。

五
、
夜
間
巾
の
広
い
踏
切
で
自
動
車
運
転

側
か
ら
わ
か
り
に
く
い
簡
所
も
あ
る
の

で
道
路
に

「
踏
切

一
且
停
止
」
と
筏
い

た
ら
ど
う
か
。

六
、
滑
川
附
近
で
小
学
生
三
人
が
遮
断
機

を
こ
え
て
待
っ
て
い
た
。

七
、
自
動
車
は
踏
切
の
相
当
前
か
ら
徐
行

し
な
い
と
機
関
士
は
大
変
不
安
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

八
、
自
動
車
運
転
の
事
故
防
止
に
は
特
に

家
庭
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

八
写
真

「
波
山
子
供
会
」
の
よ
い
子
に

よ
る
踏
切
清
掃
奉
仕

｜
夏
休
み
最
後
の
日
午
前
7
時
越
小

宮
崎
駅
で

l

一

て

興
一
施
日
程

一
・

受
検
申
請
書
受
付

十
月
二
日
よ
り
十
月
十
六
日
ま
で

…

富
山
県
技
能
検
定
協
会
で
受
付

一
・

実
技
試
験
問
題
公
表

一

十
一
月
十
三
臼

一

・
突
技
試
験
実
施

－

十

て
月
二
十
三
日
よ
り
翌
年
二
月

一

二
十
五
日
ま
で
の
期
間
、
突
施
日

一

決
定
次
第
受
験
者
に
通
知
す
る。

一
・

学
科
試
験
実
施

一

二
月
十
八
日
及
び
二
月
二
十
在
日

…
・

合
格
発
表

一

三
月
二
十
七
日

一
二、

実
施
職
種

一

五
十
五
識
種
（
省
略
）

一

産
業
銀
商
工
係
へ
お
問
い
合
せ
。

昭
和
四
＋
七
年
度

後

期

技

能

検

定

画

家

後

定

）

国

民

年

金

保

険

料

に

も

割
引
き
制
度
が

あ

り

ま

す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
ま
た
は
三

カ
パ
ご
主
に
担
当
の
年
金
委
員
さ
ん
が
戸

別
に
集
金
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
加
入
者

は
職
業
が
ま
ち
ま
ち
で
収
入
の
時
期
も
ち

が
い
、
決
め
ら
れ
た
時
期
に
保
険
料
を
納

め
る
の
が
都
合
が
感
か
っ
た
り
、
と
き
に

留
守
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。こ

う
い
う
場
合
に
年
単
位
で
ま
と
め
て

前
納
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
加
入
者
自

身
や
年
金
委
員
さ
ん
の
手
数
が
は
ぶ
け
、

保
険
料
の
割
引
き
も
あ
り
、
安
心
で
き
る

と
レ
う
制
度
で
す
。

保
険
料
を
こ
の
際
、
削
納
に
切
り
替
え

よ
う
と
忠
わ
れ
る
か
た
は
、

年
金
委
員
さ

ん
ま
た
は
役
幼
年
令
係
へ
申
し
出
て
く
．
た

支
」
し
仁

「
例
」

一
年
前
納

一

一（年
額
六
、
六
O
O円
一

一
通
常
の
定
額
部
分
一の
と
ζ

ろ
）

一

一

一

六
、
四
四

O
内

一

一

一（年
額
四
、
ニ
O
O円
一

一
一納
得
比
例
部
分

一の
と
こ
ろ
）

一

一

一

四
、
一
O
O同

一

’－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

泊

病

院

だ

よ

り

リ
外
科
診
療
に
つ
い
て
H

十
月
一

H
よ
り
勝
記
、
長
谷
川
の
両
医

師
で
全
日
惨
療

（
日
服
、
祭
日
を
除
く
）

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

向ロ

病

院

一
：
曲
も
振
付
も
；

j
i－－
J

t

：
：
：
：
や
さ
し
く
改
作
；
h

一

国
鉄
で
は
、
こ
の
秋
、

ν
ジ
ャ

l
旅
行

一
に
臨
時
列
車
を
大
山
に
増
発
し
ま
す
。

一
泊
駅
に
停
車
す
る
臨
時
列
車
は
、
次
の
と

従
来
の
朝
日
音
頭
は
、
節
廻
し
も
、
制

一
お
り
で
す
司

り
も
一
般
に
む
づ
か
し
い
と
い
う
の
で
、

…

（よ
り
〉

こ
ん
ど
原
作
者
南京一双
差
伺
先
生
に
一
部
改

一
O
能
章
一
山
号
四
二
三

上

野

・金

沢

磁
を
、
振
付
を
佐
藤
妙
子
先
生
に
依
頼
し

一

1

・
3
1
1
・
5

1

3

1

6

・

1
1

，一‘
1

t

F

E

E

6

．
内／旬、
f
I’
・

て
、
設
で
も
楽
し
く
歌
い
踊
れ
る
も
の
に

一

O
立
山
1
号

八

・
一
回
糸
魚
川
・大
援

し
ま
し
た
。

山

0

1

2

1

2

1

’’・
4
4
、｛
SI

－
－』

2
1

．
、4

も

f
3
1

．
内J4

仲
間
．つ
く
り
の
一
助
に
、
レ
ク
り
エ
l

一
O
立
山

2
号
一
五
・三
八
糸
魚
川
・大
阪

シ
ヨ
ン
に
、
ま
た
健
康
づ
く
り
に
町
民
の

…

叩

・
5
1い
・
ロ

H
－
n
iけ
－

m

み
ん
な
で
踊
ろ
う
と
、
先
ず
婦
人
会
員
が

…
O
立
山

3
号
二
一

・
O
八
糸
魚
川
・大
坂

佐
藤
先
生
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
猛
練
習

一

日

・
2
1川
・
ロ

H
－

n
i
H
・
お

中
で
す。

…

（下
り
）

こ
れ
b
z
十
月
二
十
二
日
の
町
民
体
育
大

一

O
能
登
臼
号
一

了

五

二

金

沢

・上

野

会
に
子
ど
も
か
ら
と
し
よ
り
ま
で
町
中
み

一

O
立
山
3
号

六

・
四
一
一
一
大
阪
・糸
魚
川

ん
な
の
踊
り
と
し
て
、
明
る
い
朝
日
町
、

一

0

2

1

1

2

1
2
l
1

6

6

4

・1
，‘，，

．，．内，
t

’t
e

n

，ι

楽
し
い
朝
日
町
、
健
康
あ
ふ
れ
る
朝
日
町

一

O
立
山
1
号
＝
ニ
・
二
六
大
阪
・糸
魚
川

を
衰
微
し
た
い
も
の
と
撮
り
切
っ
て
い
ま

一

0
・
2
1
1
・
2

1

・
ヮ
1
1
・

s

a

l

l

l

i

－

－

 

す
。

…

o
q山
3
号

一

九
・
O
七
大
阪
・糸
魚
川

朝
日
音
頭

（
い
や
さ
か
節
）

一

川

・
2
1い
・
ロ

H
－

n
tけ
－

m

中

山

御

作

歌

…

O
定
期
乗
車
券
、
往
復
乗
車
券
、
グ
ル
l

黒

板

冨

治

山

…

プ

旅

行
等
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

一

O
通
勤
、
通
苧
さ
れ
て
ト
る
か
た
は
、
で

…

き
る
だ
け
刑
駅
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

一

O
一
般
の
か
た
は
、
で
き
る
だ
け
往
復
策

一

応
券
を
お
求
め
く
じ
さ
い
。

一

O
団
体
、

グ

l
w
プ
旅
行
及
び
指
定
券
の

一

お
申
し
込
み
は
、
ぜ
ひ
、
泊
駅
を
ご
利

一
周
く
だ
さ
い
。

一

そ
の
他
、
旅
行
の
ご
相
談
は
、
お
気
軽

一

に
泊
駅
へ
ど
う
ぞ
。

も

かろやかに

踊 う

朝日音頭

秋
の
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
は

快

適

な

臨

時

列

車

で

ろ

も，L'身

み ん な

南
は
剣

て
東
ア
白
馬
ネ

西
は
白
山

ア
リ
々

ア
リ
セ
ア
リ
ャ
ヒ

北
は
有
磯
海
中
は
栄
え
て

ヤ
ン
レ
ヨ
イ
ト
コ
リ
ヤ

仲
の
よ
い
よ
い
朝
日
町

サ
ア
サ
イ
守
サ
カ

イ
ヤ
サ
カ
サ
ツ
ザ

月
二
節
以
下
略
）
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北

電

だ

よ

り

お
出
か
け
の
と
き
に
は

電
気
の
戸
締
ま
り
も

お
忘
れ
な
く
／

外
出
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
合
ア
イ
ロ

ン
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
た
ど
使
い
終
っ
た
ら
必

ず
ス
イ

ッ
チ
を
切
り
、

差
し
込
み
を
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
は
ず
す
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ

・円
ノ
。叩

月
初
日
午
後
2
時
か
ら

舟
見
局
の
電
話
が

ダ
イ
ヤ
ル
式
に
／

地

区

名

一

市

再

府

精

－市
内
局
番
↑
加
入
者

E
4

舟

見

一〉

二
t
－
一
二
＼

一

野

中

一C
士
山
ノ
治
一
七
ハ

↑×
×

x
×

下

山

一O
七
六
五
一
七
二

一×
×
×
×

愛

本

一O
七
六
五
六
一

五
一×
×
×
×

O

電
話
番
号
も
全
部
か
わ
り
ま
す
。
新

し
い
電
話
帳
で
、
機
か
め
て
お
か
け
く

だ
さ
い
。

．”II・川・”’．”’・”。.....刷・川・川・”a・111•1

学園だより
1a111・川・M・Ill・山・1川園川・川・”1・i・e・111•1

dぷ詑コ

朝
日
町
の
小
、
中
学
校
科
学
展
は
こ
の

ほ
ど
泊
小
で
聞
か
れ
、
次
の
作
品
が
県
出

品
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
小
学
校
の
郁
」

か
た
つ
む
り
の
ふ
え
る
よ
う
す

南
保
小
、
一

年

大

森
彰
治

へ
ち
ま
の
観
京
協
促
小
三
年

水
ぬ
知
之

へ
ち
ま
の
観
然
大
交
正
小
三
年
収
川
和
尖

Mm
の
側
娯

間
保
小
五
年
近
雌
利
山
千

。

搬
村
忠
一
十

日
光
と
草
木
の
形
と
令
市
の
仕
方

山
崎
小

六

年

久
攻
口
淳
子

。

安

達

菜
柑
子

「
ム中
学
校
の
部
」

金
属
の
さ
び

小
川
中
化
学
ク
ラ
ブ

球
綬
予
備
冷
厳
処
理
器
小
川
中
三
年

久
我
口
文
雄

新

田

謹

上

不

良

昭

紅
葉
の
北
文
ハ
イ
キ
ン
グ

－11
い
わ
な
と
な
め

こ
の
｜
｜
J

．

ハ
l

ベ
キ

ュ
l

L

期

日十
月
二
十
九
日
（
日
〉
間
天
中
止
、
但

し
二
十
二
日
町
民
体
育
大
会
が
耐
火
の

助
人
門
、
ニ
ト
八
H

（
土
）
に
’
淀
川
に
し
ま

集

合

小
川
損
米
元
齢
、
九
時
三
十
分

会

費

玄
O
O円
（
臥
食
持
参
）

行

程越
道
峠
ま
で
自
動
車
往
復
、
北
又
谷
に

お
い
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

い
わ
な
つ
り
、
き
の
こ
狩
り
（
自
由
）

北
又
出
発
午
後
二
時
三

O
分
、
越
道
峠

着
午
後
三
時
三

O
分
、
小
川
温
泉
元
湯

着
午
後
四
時

参
加
申
し
こ
み

十
月
二
十
五
日
ま
で
役
場
観
光
係
へ

~・』
自

さこ l i 
んの ｜ 主~ .
かすこ 曲 t三f! 
らび 官 ! 
朝、 よ：；
日 泊 三 ： 
町高 ：： , ... 1 

善校 倉 ；
意 7・歪：
銀ヲ.，， : 

行ス｜ ；普子
＂＇ノ＇ I r it与、

、 ン f

オd ド
設の

の
ク
l
b
y

コ
ン
サ

ー
ト
へ
ナ
ャ

リ
テ
イ

コ

ン
サ
ー
ト
益
金
一
万
八
六
円
也
を
社
会
福

祉
の
た
め
に
と
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

坪
く
お
礼
巾
し
あ
げ
ま
す。

’L' 

寄岨
付ま
のる

数

々

O
泊
中
学
校
第
五
回
体
業
生
（
代
表
山
口

昇
氏
）
か
ら
同
校
へ
ト

ロ
フ
ィ
ー

一
基

O
宮
崎
金
田
奈
々
子
氏
か
ら
宮
崎
小
学

校
へ
立
奏
鉄
琴

一
台

O
南
保
南
部
稔
氏
か
ら
南
保
小
学
校
へ

図
笹
間
入
賞
四
方
向

O
宮
崎
竹
林
繁
男
氏
か
ら
宮
崎
小
学
校

ヘ
ト
ロ
フ
ィ
ー
一
基

O
名
古
屋
市
名
古
庫
駅
前
第
一

銀
行
地
階

八
木
き
よ
氏
か
ら
宮
崎
小
学
校
へ
黒
板

立
掛
合
二
基

O
赤
川
岡
島
由
大
郎
氏
か
ら
五
簡
庄
小

学
校
へ
廻
旋
塔
及
び
す
べ
り
台
二
基

心

配

ご

と

、

普

情

不
満
な
ど
の
相
談
は
、

一V
行

政

相

談

日

時

毎

月
第
一
月
曜
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

溺

所

朝

日
町
婦
人
会
館

…
v交
通
事
故
巡
回
柑
談

日
時
十
月
十
八
日
（
水
）

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場
所
朝
日
町
職
工
会
館

一V
心
配
ご
と
相
談

日
時
毎
週
月
曜
日

午
前
十
時

l
午
後
三
時

⑨

⑧

⑨

 

。
生

ま

れ

た

人

⑨
結
ぼ

れ

た

人

V
な
く
な
ら
れ
た
人

。

出

生

（お
す
こ
や
か
に
〉

山民主殿銀 三 月赤赤桜桜 JI!；.！！東道道平平間 的 関拶'ltを境
崎町町 閉 校 山 川 川 H「lHI f r1'i_ l,'I 1fi下下柳柳保 尾尾川

楠 ~lf. ~f 好

。
結

。
来

草

野

入
時
間
町

。
千

葉

県

A
玖

水

島

盛

康

小

林

武

三

島

端

正

昭

池

町

宏

文

水

島

敏

行

永

井

修

松

田

正
明

入

江

久

道

用

晃

錐

菊

地

信

行

松

原

茂

英

ヒ

沢

弘

中

山

仲

夫

山
本

利

用

鍛

治

前

浜

川

勝

輝

佐

渡

光

武

長

井

一

雄

前

川

和

章

石

井

豊

彦

本

田

斉

本

田

功

名

越

婚

均

長長長二 三二ご 長 長
男男女女 女 女 男男女

真

理

武

哨
浩

二
千
香
子

優

子
理
矢
子

紀

子
周

二三長 ニニ 長
女児 タj舟 女 男

ヲ寺町 l勝峻

長 長 長 二 長二長 長
女 女男 男男男男男

総和

也

k
h

u
η
3
 

t

f

 

大
久
故

友

旦

真
紀
子

（お
し
あ
わ
せ
に
〉

Ll.J 

篠

問

浩

上

島

春

下

渡

辺

信
一

消

水

恵

子

q'(;'. .問{{'; 9Jイ＂＇＇ ,(L!子 忍｜剣譲宅？

。
死

亡

（お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
）

；一円9月の町内交通事故数’、

件数死者負傷者月

・
流

水

白
川
敬
悟
（
一
五
）

・
山

挫

締

り

よ

（

八

九

）

・
柏

木
島
い
れ
次
郎

（山ハ一ニ）

・
東
山
平
野
寺
町
は
る
（
七
八
）

・
京
草
野
水
島
被
一
（
一
九
）

・
平

柳

杉

田

は

る

（
七
五）

・
道

下

河

内

助

訟

（

六

六

）

・
荒
川

大

西
重
次
郎
（
七
九
）

・
赤

川

金

井
登
美
子
（
五
六
）

・
草
野

広

田
太
郎
助
〈
六
回
）

・
大
家
圧
水
野
ふ
て
（
六
二
）

・
細
野
山
崎
米
次
郎
（
七
六
）

・
山

崎

山

本

政

（

七
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